
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 10月 23日(火)、午後 3時 00分から 

    日南市役所・市長応接室 

 

 

 

平成 24年度 第８回 

日南市教育委員会 

会議録 
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１ 会議の名称 平成 24年度教育委員会 第 8回会議（定例） 

 

２ 会議日時  平成 24年 10月 23日(火)、 

午後 3時 00分から午後 5時まで 

     

３ 出欠確認 

（１） 出席委員  迫元茂保   藤田義弘   八木真紀子  

松野蓮香   安野喜宏 

 

     欠席委員 無し 

 

 （２） 事務局 教育次長 村角昌宏 

学校教育課長 水元洋一 

学校教育課教育専門対策監 河野好宏 

学校教育課長補佐兼管理係長 中川貴登 

文化生涯学習課長 岡本武憲 

スポーツ推進課長 橋本寛敏 

 

４ 場所  日南市役所・市長応接室 

 

５ 開会 

【迫元委員長】 

「ただいまから平成 24年度第 8回教育委員会・定例会を開会いたします。」 

 

６ 出席者及び傍聴者確認 

 

【迫元委員長】 

  「出席者及び傍聴者確認についてです。本日は、委員 5名、全員出席です。

(傍聴者なし)」 

【村角教育次長】 

  「本日は、全員出席です。」 

【迫元委員長】 

「橋本課長が途中で退席されるようですので、了解下さい。」 

７ 教育委員長活動報告 

（１） 教育委員長活動報告【迫元委員長】 
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会次第３の活動報告です。２ページの方に資料がありますので、ご覧下さい。 

9月 30日になっておりますが、雨で 1日延期になりましたので、10月 1日の月曜日

に訂正をお願いします。 

 

① 飫肥小学校の運動会に行って参りました。芝生が綺麗に生えており子供達が楽

しく演技が出来ており、よく活動していると感じました。 

② 10 月 1 日です。共同募金会の始業時募金活動というのがあり、10 月 1 日から  

募金活動が始まり、8 時 15 から 9 時 30 分の 1 時間程度を利用し班に分かれて募

金活動に回りました。私の方は消防署とクリーンセンターの方に行って参りまし

た。皆さんお仕事中だったのですが、快く募金をしていただきました。こうした

募金を有効に活用して幸せな社会が出来たらと思っているところです。 

③ 10月 2日、市議会の 9月定例会本会議の最終日になります。この日は以前に提

出されていた議案に関する各委員会等の報告があり、採決がありました。また人

権擁護員人事案件の議決もありました。本会議として感じたこと、9月議会はいじ

めに代表されるように教育委員会関係の質問が多く出された議会ではなかったか

と思います。それだけ教育に関する関心の高さともいえるかと思います。再質問

の中で教育委員会の在り方についても問われました。早急に検討していきたいと

感じました。本日議題の中に案を出しておりますので後でご検討いただきたいと

思います。 

④ 10 月 3 日、日南市表彰審議会に出席しました。会長は清水満雄商工会議所の会

頭、副会長が阪元勝久副市長に決まり、市長の方から諮問を受けて審議をいたし

ました。表彰者については 11月 3日に授賞式がある予定です。 

⑤ 10月 7日、第 4回日南市民体育大会の総合開会式に出席いたしました。この日

は雲ひとつない、青空のもと、３５の競技の代表者が一堂に会して総合開会式が

行われました。総合開会式の後、各会場に分かれて、熱戦が繰り広げられました。 

⑥ 10月 14日、小学校の運動会がほとんどこの日にありましたけれども、私の方は

榎原小中学校、細田・大窪・細田児童館の合同の運動会に参加いたしました。榎

原小中学校はとてもきびきびした態度で活動しており、気持ちよく感じました。

小学生、中学生、それぞれの良さが発揮されておりました。 

細田小・大窪小、細田児童館の合同運動会は少人数の学校どうしが合同で行って

おりまして、三つの学校等が協力的で良く運営されていると感じました。少人数

を生かしたアイデアあふれる種目等も計画されておりました。どちらもＰＴＡの

方、地域の方の協力体制が良かったと感じました。 

⑦ そして、今日、教育委員会ということです。 

  以上、活動報告を終わります。 
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（２） 教育長活動報告【安野教育長】 

  3 ページをお開き下さい。 

① 10 月 1 日午前中、給食センター職員辞令交付式、10 月 1 日付で異動があり、給

食センター調理場職員の辞令交付式を行いました。 

 午後は吾田東小学校の今西教諭がミドルリーダー研修ということで油津の「京屋

酒造」で体験研修をしたということで、報告に参られました。教職員として企業

の厳しさ、教職員の世界とは違った厳しさを体験したということで、そのことを

児童の教育の中に生かしていきたいという報告でした。 

② 10 月 2 日午前中、9月定例市議会の閉会。 

 午後、アルバニー中高生との送別会、今年はオーストラリアのアルバニーからホ

ームスティで中学生、高校生が 20人程度来ておりましたので、中高生との送別会

でしたが、アルバニーの中高生が国の歌など、日本の歌などを歌って、非常に上

手でした。 

③ 10 月 3 日潟上小学校の学校訪問、支援訪問に行きました。 

 午後は県の英語研究大会の為の役員が来室されました。11 月 2 日に細田中学校で

宮崎県英語研究大会の南那珂大会、串間と日南を入れた大会がありますので、そ

の挨拶に見えました。この日は授業研究と講演が行われるという事で、この講演

には神奈川大学の准教授であります、久保野まさし先生がお見えになるというこ

とで、この方は英語の教科書の著作者ですので、いい話が聞けるのではないかと

思っております。教育委員の皆さんも是非参加して下さい。 

④ 10 月 5 日午前中、2 年に一回の学校訪問、計画訪問、油津中学校でした。油津

中学校は元々挨拶で有名な学校で、伝統のある学校です。 

 午後は日南地区の発明工夫展の表彰式でした。市長杯を初め、色々な賞があり、

日南地区の子供達の発明工夫展にかけるものが作品に出ておりました。 

⑤ 10 月 7 日日曜日、日南市民体育大会に参加いたしました。 

⑥ 10 月 12 日、宮崎県中学校社会科研究大会の役員さん方が、来室されました。                      

来年度、北郷小中学校で県の中学校社会科研究大会、南那珂大会が行われます。

そのための挨拶にお見えになりました。 

⑦ 10 月 15 日月曜日、日南市職員の海外派遣壮行式がありました。教育委員会関係

では文化生涯学習課の上村主任主事が今回海外派遣ということで行われました。

ヨーロッパ、ドイツ、オランダなどで研修をしてこられます。 

 それから、市長の定例記者会見、11 月 9 日、10日、11日の三日間、油津堀川運河

会場の方で行われます、全国運河サミット in2012、これが主な記者会見の内容で

した。 

⑧ 10 月 16 日火曜日、地産地消給食交流会ということで飫肥小学校に行って参りま

した。地産地消と主たる物は飫肥の山中農園の山中さんが日南第一号というミカ
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ンと作っていらっしゃいます。非常に甘くて子供達も喜んで食べていました。日

南市としても学校給食関係としては、出来るだけ地元の物を使い、現在も行って

おりますが、県の学校給食会との関係もありますので、すべてが日南の物という

わけにはいきません。出来るだけ県南産の物を使う、日南の物を使うというその

一環として、年に数回行っている地産地消給食交流会で今回飫肥小学校に行って

きました。 

⑨ 10月 17日午前中、毎月行っています、日南市定例校長会です。これはその時、

その時の懸案事項等について校長先生方にこちらの方から報告をしたり、連絡を

したり、意見を聞いたりする会です。 

 午後からは、九州都市教育長協議会理事会がございました。これは九州地区の都

市の協議会というのが、翌日あるものですからその理事会というので 20 名程度、

特にいじめ問題を中心にまた 18日の総会に向けた理事会でございました。 

⑩ 10月 18日九州都市教育長協議会の総会と研究大会ということで、参加して参り

ました。 

⑪ 10月 19日午後、飫肥中・鵜戸小中が表彰並びに全国大会に出場するということ

で、市長に報告に参りました。まずは、飫肥中学校ですけれども、今月 26日から

3 日間横浜市で行われます、第 43 回ジュニアオリンピック陸上競技大会に飫肥中

の早田修平くんが出場するということで報告をしてくれました。 

 それから鵜戸小中学校ですが、コカコーラ環境教育賞優秀賞受賞の報告です。そ

の内容は、鵜戸小中学校がアカウミガメの保護活用とツマベニチョウの観察に取

り組んでおりますので、その受賞です。全国的な優秀賞で、相当価値のあるもの

でございまして、賞金も頂いたということで、また新たに鵜戸小中学校の校庭内

にツマベニチョウの幼虫の餌になるギョボクを植えたということです。 

⑫ 10 月 20 日、21 日ですが、飫肥城下まつりに関る、土曜日は犬山市・在京経営

者合同交流会ということで参加しました。 

⑬ 10月 23日午前中、日南学園の中学部がポーツマスに語学研修ということで今日

壮行会がありました。男子生徒 12 名、女子生徒 11 名で、28 日の日曜日から 11

月 1 日木曜日までの 4 泊 5 日ということです。それから今日の定例教育委員会と

いうことです。 

以上、活動報告を終わります。 
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８ 第４回日南市議会定例会報告 

  次長より報告 

 

９ 議題について 

議題 1 教育委員会改革（案）について 

 

（委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（八木委員） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（委員長） 

 

 

（藤田委員） 

 

 資料の７ページからになります。 

これは、前回の教育委員会でも申しましたけれども、一般質問の再質

問の中で教育委員会の在り方等の質問もありましたので、教育委員会

の改革案という形で考えてみました。ご意見を聞かせていただけたら

と思います。 

１ 教育委員会を取り巻く状況 

（資料７ページにより説明） 

２ 法規等に見る教育委員会の職務等について 

３ 日南市教育委員会の活動の現状と課題 

（資料 10、11 ページにより説明） 

４ 改革の方向性と具体策 

（資料 12、13、14 ページにより説明） 

それでは、ご意見等ございましたら、宜しくお願いいたします。 

12 ページの（３）日南市の将来の夢を語る教育委員会というのが大

切だと思いますけれども、地域の意見を聞くというのも大事だと思い

ます。保護者として教育委員会とは何かは全く見えてなかった。今は

だいたい分かりますけど、私はＮＰＯ活動をしているので、学校の情

報とか聞くことがあったので、分かるようになったんですけれども、

皆さん教育委員会が見えてないのが現状ではないかなぁと思います。

そこをどういうふうに開いていくのかが課題だと思います。 

私たち自身が色々情報として知るべき事柄が多いんですけれども、

そういうことをすべきでありますが、なかなかそういった状況になら

ない、というような気がします。教育委員としての研修の機会とか、

そういった場面が今まで以上に出来れば自分達自身の教育としても

責務を少しでも果たせるのではないかと思います。 

私達自身も学んでいかなければならないということで聞くこと、自

分達も学んでいくこと等を研修していかなければならないと思いま

す。 

感じたことは 14 ページの真ん中あたりの本当に事務方の追認機関

になっているんだなぁと私は思っていたので、やはりどういう事かを
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（委員長） 

 

 

（教育長） 

 

 

 

 

（委員長） 

 

 

 

自分達も勉強していかなければならないし、向こうからいわれている

ばかりでこういきましょう、ああいきましょう、で、こちらがこうし

たいといっても、事務でこう決まっているからと、何も出来ていない

気がするのでそういうことからでも始まっていかないと、色々な立場

の人が教育委員になっていると思うので、もう少し、意見交換的な事

が多くないと、発展していかないのではないと思います。 

 

ありがとうございます。私達以外の人の意見も含めて意見交換をも

っと進めていくといいと思います。 

 

具体的にどうやっていくかというのが、一番の課題だと思います。

教育委員会の顔が見えないとか、顔の見える教育委員会というような

ことだと思います。基本的な事も市民には分かっていないような気が

します。だったら、手始めに現場、市民が見える現場に出て行くこと

が必要かなぁという気がします。 

教育委員会の日程を皆さんに知らせるということ、現場に出かけて

いって声を聴くということが必要です。いかに実践するかだと思いま

す。 

 

議題２ 小学生と教育委員との意見交換会（案）について 

 

（委員長） 

 

（中川補佐） 

 

 

 

 

（委員長） 

 

（八木委員） 

 

（松野委員） 

 

（中川補佐） 

 

 15 ページの資料にあります。 

中川補佐の方で説明をお願いします。 

以前、夏休みに実施をしたいと考えておりました、意見交換会、問題

を解決して今回再度こういったことで提案をしたいと思います。今回

は詳細についてではなく、ここで、皆さんのご了承をいただければ、

具体的に詳細を進めていきたいと思っております。 

（資料 15ページにより説明） 

 今回は小学生、ある学級に入って小学 6年生を対象にしてやってみ

たらどうかということについて、どう思われますか 

 中学生でなく、小学生の方がいいのか。せっかく行くのだから、積

極的なクラスにやらせたい。 

 中学生の方がいいのではないかと最初思ったのですけど、中学生は

難しいところなのかなぁ。 

 当初は中学 2年生を想定していました 

逆に構えすぎて意見が出なかったり、テーマをしっかり持っていなけ
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（松野委員） 

 

 

（委員長） 

 

れば、なかなか発言をしなかったり身近なテーマであったりとか、工

夫をしなければ中学生は難しいのかなぁと思い、素朴な意見を出すで

あろう小学生にあまり構えずに一度目はというところから、小学生に

してみました。 

中学２年生は職業体験する上でのそちらの方面からでもいいので

は？ 

班でしてみるといいのでは？ 

 対象については６年生ということでやり方についてはこれから検

討していきたいと思います。 

 

議題３ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の方法等に

ついて 

 

（中川補佐） 

 

 

 

 

 

 

 

（委員長） 

 

（教育長） 

 

（委員長） 

 先程改革案が決定しまして、どのように実施するかが問題だという

ご意見がありました。この点検評価、報告書を作成するのが目的では

なく、あくまでもそれがきちんとやれているかどうかに生かしたいな

と思っています。前回川原教授のアドバイスを受けて、事務局案を作

りました。今後はこれを基本に作成し、１１月の定例会には中身を詳

しく入れた物をご提案して１２月の議会には間に合わせたいと思っ

ています。 

（資料１８、１９、２０、２１ページにより説明） 

 評価について説明がありましたが、川原教授のアドバイスも受けて

変更したということでした。 

 私は全体的にいいのが出来たと思います。これまでとは違った非常

に見やすくてわかりやすいです。 

 これに従って次回には具体的な内容が入ってくると思いますので、

宜しくお願いいたします。 

 

 

報告１ 東郷小中一貫校の開校準備状況について経過報告 

    

（中川補佐）昨年度から東郷小中学校の開校に向けて開校準備委員会というのを設

けております。教育委員会、学校、地域住民、保護者で構成しております。昨年度

から今年度にかけて、４回の開校準備委員会を実施しています。会の中では来年度

開校に向けて閉校式、開校式、新しい学校にあたって校章、校歌そして、学校の経

営内容といったところを協議しています。開校式等については開校準備委員会等で
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今現在検討をしています。まもなく具体的な日程、子供達の行事等具体的に小中一

貫で行う分、そういったところが決定されてそれにあわせて各部会を設けて準備を

行うということになっています。校章については小中学校の図画工作、美術の時間

で自分達でアイデアを出してその中から校章を決めていくということになってい

ます。校歌については公募しまして７件の募集がありました。松田惟怒さんの歌詞

が選定されました。作曲の方につきましては鵜戸小中学校の作曲をされた、川口先

生にお願いをいたしまして、事務局等でやりとりをさせていただいています。 

施設関係では東郷小中学校については、元々隣り合わせの学校なのですが、小中学

校を結ぶ渡り廊下を新設します。併せて職員室を合同職員室という形にいたします。

職員室の工事等については休みの間に実施をしています。図書室、コミュニケーシ

ョン室、多目的室の施設整備を順次行っています。 

PTA についても各 PTA で協議をお願いしています。 

 

１０ その他 

(1) １１月行事予定について      

   別紙参照 

 

(2) 第９回 教育委員会会議（定例）    

   ① 日時  平成２４年１１月１３日(火)、午後３時から    

   ② 場所  未定 

 

１１ 閉会 
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   会議録を調整し署名する。 

 

 

        平成２４年１１月１３日 

 

 

 

    教育委員長                          

 

 

 

    教育委員長職務代理者                     

 

 

 

    教育委員                           

 

 

 

    教育委員                           

 

 

 

    教育長                            

 

 


